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はじめに

筆者らは、2023 年度入学生からの幼稚園教員養成カリキュラムに加わる「領域に関する専門的事項」の「幼

児と環境」において、幼児の数量・図形との関わりについて学生が学習するための教材研究に取り組み、ど

のような事例や具体的活動を取り上げて学習していくとよいかを検討した（中島他，2022 ａｂ）。その知見

もふまえて、本研究では幼児の生物との関わりについての学習に焦点をあて、「幼児と環境」においてどの

ような事例を取り上げて学習を進めるとよいか、「保育内容環境」の指導法における学習との関連もふまえ

て検討したい。

１．研究の目的と方法

１－１　研究の目的

「幼児と環境」における幼児の生物との関わりについての学習のために、どのような事例を取り上げ、ど

のように学習を進めるとよいか、「保育内容環境」の指導法における学習との関連もふまえて検討する。

１－２　研究の方法

「幼児と環境」と「保育内容『環境』の指導法」のモデルカリキュラム（保育教諭養成課程研究会，2017a）、

本学教育学部幼児教育コースのカリキュラムの特色や編成、幼児の生物との関わりについての先行研究をふ

まえ、「幼児と環境」においてどのような事例を取り上げ、幼児の生物との関わりについて学習するとよいか

を検討する。その際には、「保育内容環境」の指導法における学習との関連や順序性もふまえて検討する。

２．モデルカリキュラムに示された幼児の生物との関わりについての学習

「領域に関する専門的事項」は「領域それぞれの視点で見たときの『何を』を深める部分」であり、「領域

に関する専門的事項」と「保育内容の指導法」のどちらを先に学習するかで扱う内容が変わることが想定さ

れるため、担当者同士の連携が必要である。また、モデルカリキュラムについては、各大学等のカリキュラ

ムの特色や編成、学生の興味・関心、課題意識等の実態を踏まえ、創意工夫ある活用について吟味して取り

入れる必要がある（保育教諭養成課程研究会，2017 ａ）。

「幼児と環境」と「保育内容『環境』の指導法」のモデルカリキュラム（一部）を表１、表２にまとめた。

＊１ 山口大学教育学部附属幼稚園

山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要第54号（2022.8）
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　表１　幼児と環境（１単位）モデルカリキュラム

　表２　保育内容「環境」の指導法（２単位）モデルカリキュラム

表 1にまとめた「幼児と環境」のモデルカリキュラムには、一般目標の二つめに「幼児期の思考・科学的

概念の発達を理解する」、そのための到達目標３）に「乳幼児の生物・自然との関わりの事象に対する興味・

関心、理解の発達を説明できる」が挙げられている。また、留意事項には「その根拠となる発達心理学など

の理論や概念をおさえるとともに、幼稚園教育の基本などの幼児教育に関する専門性に基づいて指導する」

とある（表１下線部）。

このモデルカリキュラムをもとにした「幼児と環境」シラバス案の解説には、以下のように記載されてい

る（保育教諭養成課程研究会，2017 ｂ）。

この記述をふまえると、幼児の生物との関わりについて学習するためには、幼児の数量・図形との関わり

についての学習と同様に、幼稚園における具体的事例を取り上げることが不可欠であると言える。

表２にまとめた「保育内容『環境』の指導法」のモデルカリキュラムには、一般目標の二つめに「幼児の

発達や学びの過程を理解し、領域『環境』に関わる具体的な指導場面を想定した保育を構想する方法を身に

付ける」、そのための到達目標１）に「幼児の心情、認識、思考及び動き等を視野に入れた保育構想の重要
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性を理解している」が挙げられている（表２下線部）。「保育内容『環境』の指導法」でこのような保育構想

の重要性を理解するためにも、「幼児と環境」では幼児の生物との関わりにおける「興味・関心、理解」に

ついて幼稚園における具体的事例をもとに学習する必要がある。

３．幼児教育コースのカリキュラム

本学教育学部の幼児教育コースでは、１年前期「基礎セミナー」から附属幼稚園保育環境見学を取り入

れており、附属幼稚園をはじめとする保育現場と連携して理論と実践を結びつけた学習ができるようにカリ

キュラムを編成している。また、2023 年度入学生からは、各領域の「保育内容の指導法」の前に「領域に

関する専門的事項」について学習するように計画している。「保育内容環境」の指導法は２年前期に開講し

ているため、「幼児と環境」は１年後期に開講する予定である。

４．幼児の生物との関わりについての先行研究

「幼児と環境」のモデルカリキュラムをもとにしたシラバス案の解説（保育教諭養成課程研究会，2017 ｂ）

には、乳幼児期の認知的発達の特徴を踏まえて、乳幼児の生物・自然との関わりにおける具体的な事象に対

する興味・関心、理解について取り上げるようにと記載されており、その際には、「アニミズム」「素朴理論」

などの心理学的観点も盛り込んで解説することが望ましいと記載されている。

したがって、本研究では、幼児の生物との関わりについての先行研究の中でも、アニミズムや素朴理論に

関する先行研究を取り上げる。また、幼児の生物概念の理解を促す飼育経験に関する先行研究も取り上げる。

４－１　アニミズムについて

子どもは心的世界と物的世界とを区別しておらず、極めて幼少の時期には、自我と外界とにはっきりと見

極めをつけないため、生命のない事物も生きているとみなすことがある（Piaget, 1929）。

Piaget（1929）は、無生物を生物のように扱うこと、例えば、生物でない事物である月、太陽、風、雲、

火などに生命があり、生きているとみなすアニミズム的思考を幼児期の特徴と主張した。また、生命の概念

が以下の四つの段階を経て発達するとした。

第一段階：すべての物は活動や機能あるいは何らかの用途をもっている生きものと認められる。

第二段階：生命は運動によって定義され、すべての運動はある程度に自発的のものと認められる。

第三段階： 自発的運動と外部の何かによって強いられた運動とを区別し、生命は自発的運動と同一のもの

とされる。

第四段階：生命は動物にのみ、あるいは動物と植物にのみ限定される。

４－２　素朴理論について

幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続が重視され、幼児のもつ素朴理論の研究の重要性が徐々に高まりつ

つあると言われている（伊藤・山野井 , 2018）。素朴理論とは、一貫性があること、知識を適用するべき対

象とすべきでない対象を区別すること、領域固有の因果性を備えていることの３つの要素を備えた知識体系

のことである（外山・中島 , 2013）。

Carey（1985）は、子どもの概念発達において既に成立している領域から新しい理論領域が出現してくる

ことの例として、生物学の素朴理論としての素朴生物学をあげ、素朴生物学は４歳から 10 歳の間に独立し

た理論領域として出現すると主張している。

この Carey（1985）の主張をめぐっては、多くの実証的研究がなされ、活発な論争が行われた結果、子ど

もは、少なくとも就学前の５歳から６歳までに素朴生物学を獲得していることが明らかになっている（稲

垣 , 2011）。例えば、幼児の素朴生物学の獲得時期を探ることを目的として、５・６歳児への個人面接調査

をした研究（伊藤・山野井 , 2018）では、６歳児の約８割が、時間の経過とともに自律的に大きさが変化

するという点で生物と無生物を区別できたことが報告されている。また、５歳から６歳にかけて未知の生物

事象について首尾一貫した回答ができるようになり、様々な生物事象について非意図的な因果説明ができる

ようになるという結果も報告されている。これらの結果は、幼児が学校教育で生物について学ぶ以前に、他
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の領域から分化した一種の生物学といえる知識の集成体である素朴生物学を獲得していることを示唆してい

る（伊藤・山野井 , 2018）。

このような幼児の素朴生物学について保育者が理解していれば、生物と関わる幼児への具体的な援助の方

法や、学校教育への移行を容易にするための保育について考えるヒントが得られる。また、保育者は、幼児

が素朴生物学に基づく推論をすることを尊重しつつ、それを洗練していくことが求められる（稲垣 ,2011）。

４－３　幼児の生物概念の理解を促す飼育経験について

幼児における生物概念についての理解を促すための具体的な方法として、動物の飼育経験の効果について

検討した研究が行われている。例えば、Inagaki（1990）では、５歳児を対象として、自宅で金魚を飼育す

ることで得られる生物概念の知識を調べた。その結果、自宅で金魚を育てた経験のある幼児は、経験のない

幼児よりも金魚の生育に関する知識をより多く習得し、その知識を情報源として、なじみのない水生動物で

あるカエルについても飼育手順の類推ができる傾向があったことを報告している。

このような効果は、幼稚園の飼育活動についても認められている（外山，2020）。当番制ではなく、幼

児の自発性に任せてアヒルの飼育活動を行っている幼稚園での５歳児を対象とした研究（Toyama  et  al., 

1997）では、飼育活動をよくやっている幼児は、そうでない幼児よりもアヒルの身体的特徴に基づいた世話

の手順をより理解していたことが報告されている。また、この研究では、幼児の説明で特徴的だったことと

して、幼児が楽しみながらアヒルをよく観察するなかで、「アヒルの立場に自分が置かれたら自分はどう思

うか、どう感じるか」と想像をめぐらしていたことも報告されている。そして、こうした情動的擬人化が、「ア

ヒルもまた自分と同じ生き物である」とする気づきを促したと考察されている（Toyama et al., 1997; 外山, 

2020）。

これらの研究の知見をふまえると、「幼児と環境」で幼児の「具体的な事象に対する興味・関心、理解」

について学習する際には、シラバス案についての解説（保育教諭養成課程研究会，2017 ｂ）で挙げられて

いたアニミズム、素朴理論に加えて、情動的擬人化についても紹介しながら学習するとよいと考える。

５．幼児の生物との関わりについてどのように学習するか

５－１　どのような事例を取り上げるか

２で取り上げたモデルカリキュラム（表１、表２）、３で取り上げた幼児教育コースのカリキュラムの特

色や編成、４で取り上げた先行研究をふまえて、「幼児と環境」において幼児の生物との関わりについて学

習する際にも、幼児の数量・図形との関わりについての学習（中島他，2022a ｂ）と同様に、本学教育学部

附属幼稚園の事例を取り上げたい。幼児教育コースの学生は１年前期「基礎セミナー」で附属幼稚園の保育

環境見学を体験しており、その体験をふまえることで、学習内容を理解しやすいためである。また、附属幼

稚園では幼稚園教育の基本である「環境を通した教育」を大切にしており、自然環境も豊かであることから、

幼児と生物との関わりについて学習するための事例には事欠かないためである。

幼児の生物との関わりについて学習するためには、様々な事例を取り上げることが可能であるが、本研究

ではその一例として、４歳児クラスの帰りの会の場面の事例を取り上げたい。帰りの会では、保育者が幼児

と一緒にその日の園生活について振り返ったり、今後の園生活について見通しをもてるように話をしたりす

ることが多い。そのような場面での保育者と幼児の言葉のやりとりを通してであれば、１年生にも幼児の「興

味・関心、理解」について理解しやすいと考えたためである。また、先行研究から、幼児は５歳から６歳頃

になると素朴生物学を獲得するようになることが明らかになっているため、誕生日を迎えると５歳になる４

歳児クラスの幼児の事例を取り上げることは、幼児の「興味・関心・理解」の発達について学習するために

もふさわしいと考えたためである。

５－２　事例をもとにした学習の進め方

３でも述べたように、幼児教育コースでは、１年後期に「幼児と環境」を開講し、２年前期に「保育内容

環境」の指導法を開講する。また、「幼児と環境」は２名の教員で担当し、そのうち１名は「保育内容環境」

の指導法も担当する予定である。そこで、本研究では幼稚園における具体的な事例をもとにした学習の進め

方の一例として、「幼児と環境」で取り上げた事例を「保育内容環境」の指導法でも取り上げると、どのよ
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うな学習ができるのかについて検討する。「幼児と環境」と「保育内容『環境』の指導法」のモデルカリキュ

ラム、幼児教育コースにおけるカリキュラムの特徴と編成や、「幼児と環境」と「保育内容環境」の指導法

の学習の順序性をふまえると、例えば以下のような学習の流れが考えられる。

＜「幼児と環境」＞

幼児の生物との関わりにおける興味・関心、理解について、アニミズムや素朴生物学、情動的擬人化とい

う観点もふまえて学習し、それらが幼児の姿にどのように表れているかを幼稚園における具体的な事例をも

とに考え合う。

＜「保育内容の環境」の指導法＞

「幼児と環境」でも取り上げた事例を再度取り上げ、「幼児と環境」で学習したこともふまえて、幼児の実

態把握をもとに保育者は保育内容としてどのようなことを大切にしているのか、そのためにどのような環境

構成・援助をしているのかを考え合う。この学習の中で、保育構想の重要性についても理解する。

５－３　具体的な事例をもとにした学習の例

表３にまとめた事例１は、４歳児クラス２学期当初の帰りの会の場面の事例である。この事例では、保育

者はこの日捕まえたアキアカネを帰りの会で幼児に見せながら、話をしていた注１）。

　表３　【事例１】４歳児クラス ９月２日（金）「さわりたい、さわりたい」 

＜「幼児と環境」＞

「幼児と環境」で幼児の生物との関わりにおける興味・関心・理解の発達について、アニミズム、素朴理論、

情動的擬人化という観点もふまえて学習した後、事例１（表３）の幼児の姿からどのような興味・関心・理

解を読み取ることができるか考え合う機会をもつと、アキアカネを見て、多くの幼児が「かして」「さわりたい」

と言ってすぐにでも触ろうとしていること（下線部①）から、初めて見るアキアカネへの興味・関心が強い

こと、その一方で、虫の生態や扱い方については、まだ理解できていない状態にある幼児がほとんどである

こと（下線部②）を確認することができるだろう。

＜「保育内容環境」の指導法＞

この事例を「保育内容環境」の指導法でも取り上げると、上記のような幼児の実態把握をもとに、保育者

が保育内容として何を大切にし、どのような環境構成・援助をしているのかについても考え合うことができ

る。例えば、この時期にしか出会えない虫への興味・関心を高め、ふさわしい扱い方についても知ることを

大切にしているのではないか、そのためにこの日捕まえたアキアカネを帰りの会で紹介して（下線部Ａ）、「さ
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わりたい」という幼児の興味・関心には応えながら（下線部Ｂ）、アキアカネは「飛んでる虫」を食べるこ

とも理解できるようにして（下線部Ｃ）、飼育ケースに入れたままにするとどうなるか問いかけ（下線部Ｄ）、

「死んじゃう」（下線部③）と幼児が考えられるようにして、逃がすことを提案した（下線部Ｅ）のではない

か等である。

次の事例２（表４、表５）は、４歳児クラス３学期の半ばに、１日数名ずつ同じグループのメンバーで、

卒園間近の５歳児から園で飼育するウサギの世話の仕方を教えてもらっていた頃の事例である。この日は最

後のグループがウサギの世話を体験した日であり、その体験について帰りの会で振り返る時間をもっていた。

表４　【事例２－１】４歳児クラス ２月 10 日（金）「うさぎのお世話がどうだったか」
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表５【事例２－２】４歳児クラス ２月 10 日（金）「うさぎのお名前は何だったかな？」

＜「幼児と環境」＞

「幼児と環境」で事例２－ 1（表４）や事例２－２（表５）を取り上げることで、アニミズム、素朴理論、

情動的擬人化等の幼児の発達的特徴について、幼稚園における具体的な幼児の姿とも照らし合わせながら学

習することができる。また、幼児がその生き物のどのようなところに興味・関心をもち、生態をどのように

理解しているのかについても学習することができる。さらに、保育環境見学を体験した附属幼稚園での飼育

活動についての幼児と保育者とのやりとりから、幼児の生物概念の理解を促す飼育経験（４- ３参照）の重

要性をより身近に感じながら学習することができると考えられる。

授業の中でこのような活動を取り上げる場合、例えば、以下のような流れが考えられる。

 （１ ）事例２－ 1（表４）を読み、幼児がその生き物の生態をどのように理解しているのかが分かる発言や、

その発言に関わる保育者の発言の箇所に下線を引いて考え合う。

例えば、下線部①や下線部②のように、保育者がウサギのうんちの形を幼児自身のうんちと比較してどの

ように違うのかを幼児に問いかける発言をしており、その発言に対して、下線部③や下線部④のように、幼

児がウサギと自分のうんちの形の違いを答えていること等である。これらのことから、普段からウサギに関

わるだけでなく、ウサギの世話も体験することを通して、幼児はウサギという生き物の生態の特徴の一部を

捉えるようになっていると確認することができるだろう。

 （２ ）事例２－２（表５）を読み、アニミズム、素朴理論、情動的擬人化等の発達的特徴が表れている幼児

の発言や、その発言に関わる保育者の発言の該当箇所に下線を引いて考え合う。

例えば、下線部⑤や下線部⑥のように、保育者はウサギに対して「この人は誰かね？」や「男の子」と

いったように、幼児の生き物に対する情動的擬人化の特徴を踏まえた発言をしており、それらの発言に対し

て、幼児も下線部⑦や下線部⑧のように、情動的擬人化の特徴が表れた発言をしていることを確認すること
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ができるだろう。

 （３ ）事例２－２（表５）を読み、身近な動物を大切にする気持ちが分かる幼児の発言や、その発言に関わ

る保育者の発言の該当箇所に下線を引いて考え合う。

例えば、下線部⑨のように、歳をとって「おじいちゃん」になり、病気でもあるウサギをかわいがってほ

しいと伝えている保育者の発言に対して、下線部⑩や下線部⑪からは、保育者の話を真剣に聞きながら、自

分たちで世話をすることも体験し、より身近な存在となったウサギを大切にしたいという気持ちを抱いてい

る幼児の姿を確認することができるだろう。

＜「保育内容環境」の指導法＞

この事例を「保育内容環境」の指導法でも再度取り上げて学習すると、上記のような幼児の実態把握をも

とに、保育者が保育内容として何を大切にしており、どのような環境構成・援助をしているのかについても

考え合うことができる。例えば、以下のような問いについて考え合うことができるだろう。

 （１ ）卒園間近の５歳児と一緒にウサギの世話をしながら、５歳児に世話の仕方を教えてもらう体験ができ

るようにしているのはなぜか、その際には、なぜ少人数のグループで体験できるようにしているのか。

 （２ ）事例２－１（表４）で、クラス全員でウサギの世話をした体験を振り返る際に、なぜ写真を提示して

いるのか（下線部Ａ）、なぜ世話の仕方について振り返って確認するだけでなく、世話の仕方が上手で

ほめてもらったこと（下線部Ｂ）や、きれいにして気持ちよくなったこと（下線部Ｃ）にも触れ、「楽

しかった」という気持ちを大切にしているのか（下線部Ｄ）。

 （３ ）事例２－２（表５）で、なぜ１匹ずつウサギの写真を見せて（下線部Ａ）、幼児の発言にも応えなが

ら名前や特徴を知らせているのか（下線部Ｅ）。

「保育内容環境」の指導法では、このように具体的な事例をもとに考え合う中で、「幼稚園教育要領解説」

（2018）の記述も読み合い、保育内容や保育構想についての理解がより深まるようにしたい。

領域「環境」の内容（５）「身近な動植物に親しみをもって接し、生命の尊さに気付き、いたわったり大

切にしたりする」の解説であれば、事例１（表３）をもとに考え合う中で、「園内で生活を共にした動植物は、

幼児にとって特別な意味をもっている。（中略）ときに幼児は小さな生き物に対して、物として扱うような

ことがある。しかし、このようなときにも小さな生き物にも生命があり、生きているのだということを幼児

に繰り返し伝えることが大切である」という記述も読み合うようにしたい。事例２（表４、表５）をもとに

考え合う中では、「幼児が、初めてはウサギを人間の赤ちゃんのように抱き、語り掛けることもある。生き

物を擬人的に理解し、扱ったりしている場合には、次第に人とは違うその生き物の特性が分かるようになり、

その生き物が過ごしやすい飼い方にも目を向けるようにすることが大切である」という記述も読み合うよう

にしたい。

内容の取扱い（３）「身近な事象や動植物に対する感動を伝え合い、共感し合うことなどを通して自分か

ら関わろうとする意欲を育てるとともに、様々な関わり方を通してそれらに対する親しみや畏敬の念、生命

を大切にする気持ち、公共心、探究心などが養われるようにすること」の解説については、「このような様々

な気持ちを引き起こすような豊かな環境の構成と身近な事象や動植物との関わりを深めることができるよう

に援助することが大切である」という記述も読み合い、そのための具体的な環境構成・援助についても考え

合うようにしたい。

そして、このような学習の成果もふまえて、模擬保育案の作成や、模擬保育の実践と討議にも取り組むよ

うにしていきたい。

おわりに

本研究は、「幼児と環境」において幼児の生物との関わりについて学習するための教材研究に取りくんだ。

具体的には、幼稚園４歳児クラスの帰りの会の場面の事例を教材として取り上げ、アニミズムや素朴理論、

情動的擬人化などの心理学観点にも触れながら、幼児の生物との関わりについて学習するためには、どのよ

うに学習を進めていくとよいか検討した。その際には、幼児教育コースにおける学習の順序性や教員の担当

科目もふまえて、「保育内容環境」の指導法における学習とも関連させることについても検討した。

今後は、さらに様々な場面の事例を収集・精選し、「幼児と環境」において幼児と生物との関わりについ

て学習するための教材研究をさらに進めていきたい。
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注

１ ）保育者の記録では、幼児期の子どもについて、「幼児」ではなく「子ども」と書くことが多いため、表

にまとめた事例には、「幼児」ではなく「子ども」と記している。
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